
szg-w 11.52 mm 熱ソークラミネートガラス-最高の建築ガラスメーカーと工場で中国

11.52 mm の熱浸る積層されたガラスは 1.52 mm の PVB のフィルムの中間層が付いている5mm の熱強化されたガラスの2つの部分をサンドイッチによってなされる一種の
合わせられたガラスである。

熱浸すテストプロセス:

目的の熱は緩和されたガラスを浸す自発的な壊れたの危険を減らすことである。強化ガラスの自己爆発は、強化ガラスの Nis によって引き起こされた。従って熱は緩和されたガラスが自己爆発率を
たくさん減らすことができる浸す。通常、熱浸漬室には約290℃の高温で強化ガラスを数時間置きます。

強化されたプロセスの間。強化されたガラスが含まれている Nis は、チャンバ内で壊れてしまいます, それは熱が緩和されたガラスは、自発の低レートを持っている理由です.

仕様:

ガラスコンポジット: 5mm 熱ソークガラス + 1.52 mm PVB + 5mm 熱ソークガラス

最大サイズ: 3300mm * 13000mm 

その他の厚さガラス: 9.52 mm 熱浸合わせガラス、13.52 mm 熱浸合わせガラス、17.52 mm 熱浸漬合わせガラス、21.52 mm 熱浸漬積層ガラス、25.52
mm 熱浸漬積層ガラス、円 mm 熱浸漬積層ガラス、39.52 mm 熱浸漬積層ガラス等

機能:

1. 加熱浸漬試験処理後、熱浸漬積層ガラスは、自然破壊のリスクを低減します。強化ガラスの安全性向上のための効果的な対策として取られる

2. 熱浸すテストの薄板にされたガラスに熱衝撃および温度との急速な変化に優れた性能がある。

3. 熱浸すプロセスによって、熱は薄板にされたガラス単一のパネルを浸し、アニールされたガラスと比較する5倍より強く、曲がる強さである。

品質基準:

11.52 mm 554 熱浸るガラスは ISO9001 の品質システムの下で厳しく作り出され、国内および国際的な質の標準に続く合格した:

1. 11.52 mm の熱浸る積層ガラスは CCC を満たす (中国の安全ガラスの強制認証)

2. 11.52 mm の熱浸る積層ガラスは中国の薄板になるガラスを満たす標準 GB9962.

3. 11.52 の mm の熱浸る積層ガラスは満たすヨーロッパの安全ガラス標準 EN12543 および EN12150 を満たす。

アプリケーション:

熱浸漬積層ガラス主に使用する領域には、次のような安全上の考慮事項が必要です。

1. ガラスのファサード、ガラスカーテンウォール

2. ガラスフェンス、ガラス手すり、ガラス手すり



3. ガラス仕切り、ガラス壁、ガラス仕切りの壁

4. ガラスドア、ガラスシャワーのドア、ガラスシャワースクリーン

11.52 mm 熱浸漬強化積層ガラスの画像の詳細:
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